
合同入札監視委員会定例会議 議事概要 
 
 
１  開催日    令和３年３月 24 日（水） 

 
２  場  所    独立行政法人都市再生機構東日本賃貸住宅本部 1901 会議室 

 
３  委  員（五十音順） 

   安斉勉(弁護士)、古関潤一（大学教授）、土田和博(大学教授)、中田善久（大学教授）、 

中村豪（大学教授） 

  

４  審議対象期間  令和２年１月１日～令和２年 12 月 31 日 

 

５  抽出件数 

入    札    方    式 抽 出 件 数 

工

事 

１ 落札率が高い契約       １件 

２ 一者応札・応募の契約       １件 

３ 一定の関係を有する法人との契約       １件 

４ 入札方式にかかわらない抽出       １件 

業

務

等 

５ 落札率が高い契約       １件 

６ 一者応札・応募の契約    １件 

７ 一定の関係を有する法人との契約       １件 

抽 出 件 数（計）      ７件 

    （注）工事の１～３は一般競争入札を、４は随意契約を含めて抽出対象としている。 

     

６  委員からの意見･質問及びそれに対する回答 

    個別抽出事案の審議内容は別紙のとおり。 

 

以  上 

 



別  紙 
 意   見 ・ 質   問 回          答 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

【Ｒ０２コンフォール篠崎外壁修繕そ

の他工事】 

 

・１回目で６者が辞退した理由はなに

か。 

 

 

 

・参加要件に、当該案件より規模の小さ

い工事の実績を３件求めているが、こ

の根拠はなにか。 

 

 

 

 

・１回目の入札後に辞退した者の辞退

理由はなにか。 

 

 

 

 

 

・１回目から辞退した者にはヒアリン

ングをした方が良いのではないか。 

 

 

【【ＵＲコミュニティ】Ｒ０２コーポレ

ート清瀬駅南環境整備（土木）工事】 

 

・１者応札だが、このぐらいの規模の工

事（４～５千万円）は人気がないのか。 

   

 

・３回目で落札できなかった場合はど

うなるのか。 

 

 

 

 

・見積合わせの時に、他の参加者の有無

は分かるようになっているのか。 

 

 

【Ｒ０２グリーンタウン美住一番街環

境整備（造園）その他調査工事】 

 

・評価点の「居住者配慮に係る取組み」

については、標準は０点か。また落札

 

 

 

・ヒアリングは実施していませんが、工事規

模が小さく、造園工事等も含むため、比較

的に難易度の高い工事で辞退者が出たの

ではないかと推測します。 

 

・同等の工事実績１件では、参加が困難にな

ってくるので、規模の小さい同種の工事を

３件としています。３年間で３件の実績が

あれば問題ないと考えており、条件が厳し

いなどの苦情等はでていませんので、これ

を採用しています。 

 

・工事費内訳書を見る限りでは造園等に乖離

がありました。１回目の最低価格を公表

し、２回目に当たってはその価格以下での

入札となりますので、これ以上、低い価格

では難しいと考えられたのではないかと

推測します。 

 

・はい、わかりました。 

 

 

 

 

 

 

・１億円以上の規模でも２～３者程度ですの

で応札者の多い工事ではないと思います。 

 

 

・不落随意契約を採用している場合は２回の

入札と２回の見積もり合わせの計４回目

までできますので、４回目を行いますが、

４回目で落札しない場合は、不調となりま

す。 

 

・分からないようになっています。 

 

 

 

 

 

 

・標準を０点として加算をします。落札者は

工事に慣れており、良い提案がなされてい



 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

者は良い点がついている理由はなに

か。 

 

・技術評価点が高くても、入札金額（価

格評価点）によって順位が逆転するこ

とはあるのか。 

 

 

【Ｒ０２元住吉職員宿舎エレベーター

改修工事】 

 

・予定価格はどのように設定されたの

か。 

 

 

 

 

・参考見積は何者から取っているのか。 

 

 

 

・エレベーターを製作した社が改修工

事を随意契約で受注しているのであ

れば、類似業務の状況を把握できるの

ではないか。 

 

・ＵＲの職員住宅は本件の元住吉の他

にどこにあるのか。 

 

 

【社宅向けＵＲ賃貸住宅ご契約特典に

係るＤＭ送付業務（１０月）】 

 

・広告宣伝業務については、パッケージ

で企画競争をおこなっているが、今回

のＤＭ送付業務のような個別の契約

の金額は、いつ事業者から提出される

のか。 

 

・随意契約の落札率は 100％だと思って

いたが、過去の類似業務の入札状況を

みると、100％のものとそうでないも

のがあるのはどうしてか。 

 

 

 

 

・第３者からは、令和２年度においても

自前で積算した方がいいのではない

かとみられると思うが、令和２年度に

おいてそうしなかった理由は何か。 

ると思います。 

 

 

・逆転することはあります。 

 

 

 

 

 

 

 

・賃貸住宅部門で設定している基準単価を使

用し、基準単価に無いものについては、当

該エレベーター事業者より参考見積を取

り、精査して採用単価としてそれに人工を

積み上げて積算を行っております。 

 

・1 者です。 

・この機械に詳しいところは随意契約先とな

ることから、その者から取っています。 

  

・本社は宿舎を担当しており、宿舎としての

類似業務がなかったということになりま

す。 

 

 

・百合ヶ丘第二と高島平第一・第三となりま

す。 

 

 

 

 

 

・(株)電通からは、広告宣伝業務にかかる提

案を都度いただき、その内容・価格をＵＲ

が検証し、採否を決めています。 

 

 

 

・落札率が 100％でない案件については、自

前ですべて積算して予定価格を作成した

もので、落札率が 100％の案件については、

(株)電通からの提案のなかで参考見積と

いう形で徴して、その参考見積の価格部分

について、ＵＲの方で検証をおこなったも

のです。 

 

・今回の案件は、新型コロナの影響で法人契

約が大打撃を受けたため、緊急対策でおこ

なった特別措置です。 

いかにタイムリーにお客様に訴求するか



 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

【災害公営住宅の建設工事監理に係る

労働者派遣業務（岩手県地区）】 

 

・類似業務の入札状況において、多く

ても応札者が２者に留まっている。

競争参加資格を緩和したら応札者が

増えるのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・業務概要に工事監理に係る職員の支

援と記載があるが、派遣労働者は工

事監理者ではないということか。 

 

 

【令和元年度今泉・高田地区事業費等執

行管理外補助業務】 

 

・この入札は再公募を実施している

が、具体的にはどのように実施した

のか。 

 

 

 

・過去の類似業務の入札状況を見ると

多くても２者で、平成 29 年度以降は

関係会社が一者応札で落札してい

る。応募可能な者が限られているの

ではないか。 

 

 

 

・この業務は具体的に何をする業務な

のか。 

 

 

 

 

 

ということが求められたため、積算に時間

をかけるよりかは、(株)電通から参考見積

という形で徴して、価格の検証を行う方法

をとることにしました。 

 

 

 

 

 

・類似業務の実績がある事業者にヒアリン

グしたところ、競争参加資格で求める実

績は満たしているが手持ち業務の状況か

ら派遣労働者を割くことができないとい

う回答でした。 

・震災復興工事の物量は通常地元で行われ

ている工事量に比べて途轍もなく多く、

事業者の人員不足がそもそもの背景にあ

り、競争参加資格を緩和しても応札者が

増えるという状況ではなかったと思われ

ます。 

 

・派遣労働者は建築士法上の工事監理者で

はありません。 

 

 

  

 

 

 

・当初公募で関係法人一者の申込だったた

めいったん中止し、再公募では申請書提

出期限を５営業日長くとり、実績要件に

ついても当初公募より２年間伸ばすとい

った形で新たに設定しました。 

 

・本件の公募時期は令和元年度以降で、復興

事業も収束に向かい各社ともに東北に配

置していた拠点及び技術者を引き上げつ

つあること、また近年各地で多発している

災害対応で人員がとられていることがあ

り、なかなか参加が難しいという点が考え

られます。 

 

・事業費等の執行管理資料の作成について説

明すると、機構は陸前高田市から高田地

区、今泉地区それぞれ約 10 の事業を受託

していて、それにかかる工事費を事業毎

に、また年度毎に仕分けるという業務で

す。 

 

 



・そういった業務は関係会社以外が実

施することは難しいのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

・今までに機構のニュータウン事業で類似業

務をした実績がある関係会社は業務経験上、

長けているとは思いますが、本業務内容は費

目を仕分けるという単純作業とも見做せる

ため、その他のコンサルタント事業者でも最

初に機構側が説明すれば実施できる内容で

す。 

 

 

以 上 


